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平成27年度　第173号　　�平成27年11月１日
標茶町女性団体連絡協議会

発行責任者　会長　千葉　博子　標女連広報委員会

一、手と心をつなぎ、明るく豊かな町をつくりましょう。
一、互いに人格を認めあい、奉仕の心を養いましょう。
一、からだをきたえ、人生に希望と誇りをもちましょう。
一、お年寄りを敬い、子供を愛し、円満な家庭をつくりましょう。
一、力を合わせて、薫り高い郷土の文化をつくりましょう。

女性活動の合いことば

会
の
動
き

■
９
月
３
～
５
日

　

�

女
性
団
体
連
絡
協
議
会
全
道

集
会
（
名
寄
市
）
…
５
人
参

加
■
９
月
16
日

　

�

宿
泊
研
修
締
め
切
り
、
役
員

会
■
９
月
25
日

　

宿
泊
研
修
し
お
り
作
り

■
10
月
２
日

　

�

男
女
平
等
参
画
釧
路
集
会
…

役
員
３
人
参
加

■
10
月
３
～
４
日

　

�

標
女
連
宿
泊
研
修
（
帯
広
方

面
）

■
11
月

　

�
標
茶
町
男
女
平
等
参
画
研
修

（
予
定
）

子
ど
も
の
夢
を
育
て
る

ま
つ
り
に
参
加
し
て

江　

口　

サ
チ
子

　
「
あ
の
～
、
団
子
く
だ
さ
い
」

「
あ
の
ね
、
ド
ー
ナ
ツ
と
団
子
に

な
っ
て
い
る
ん
だ
け
れ
ど
い
い
か

い
？
」「
う
ん
、
い
い
」「
１
０
０

円
で
す
」

　

や
っ
と
お
ば
ち
ゃ
ん
に
声
を
か

け
て
、
自
分
で
お
金
を
出
し
て
団

子
を
買
っ
た
瞬
間
、
男
の
子
は
大

き
な
笑
顔
と
自
信
の
つ
い
た
顔
で
、

美
味
し
そ
う
に
団
子
を
食
べ
始
め

ま
し
た
。

　

私
た
ち
標
女
連
の
お
ば
ち
ゃ
ん
、

い
や
い
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
は
、

そ
の
誇
ら
し
げ
な
姿
を
見
て
５
歳

も
（
オ
ー
バ
ー
か
も
し
れ
な
い
）

若
く
な
っ
た
よ
う
な
気
分
に
な
り
、

今
年
も
芋
団
子
・
ド
ー
ナ
ツ
・
ア

イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
出
店
い
た
し
ま

し
た
。

　

エ
プ
ロ
ン
の
洗
濯
代
も
ま
ま
な

ら
な
い
お
店
で
す
が
、
子
ど
も
た

ち
の
動
く
姿
を
見
て
い
る
だ
け
で
、

何
か
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も

ら
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　

少
し
霧
が
深
く
て
ゆ
っ
く
り
遊

べ
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
私
た
ち
大

人
が
で
き
る
こ
と
を
子
ど
も
た
ち

に
教
え
伝
え
る
こ
と
は
、
素
晴
ら

し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
も
７
月
15
日
に
「
う
ぃ
ず
」

で
平
成
27
年
度
の
「
標
茶
町
戦
争

犠
牲
者
追
悼
式
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

ど
う
し
て
毎
年
７
月
15
日
な
の

か
不
思
議
に
思
っ
て
お
り
ま
し
た

が
、
そ
の
理
由
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

１
９
４
５
年
（
昭
和
20
年
）
の

７
月
14
～
15
日
に
か
け
て
、
北
海

道
全
域
に
ア
メ
リ
カ
軍
に
よ
る
空

襲
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
道
東
の
釧

路
や
根
室
で
も
多
く
の
死
傷
者
が

出
ま
し
た
。
こ
の
空
襲
に
よ
っ
て
、

兵
隊
さ
ん
だ
け
で
な
く
多
く
の
民

間
人
も
犠
牲
に
な
り
ま
し
た
。

　

標
茶
町
で
は
、
空
襲
が
あ
っ
た

７
月
15
日
に
、
戦
争
で
犠
牲
に
な

っ
た
全
て
の
人
々
を
全
町
民
で
追

悼
し
、
平
和
へ
の
誓
い
を
新
た
に

す
る
こ
と
を
主
旨
と
し
て
行
っ
て

い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

当
日
は
「
核
兵
器
廃
絶
・
平
和

の
町
」
宣
言
や
、町
長
さ
ん
の
「
力

（
武
力
）
に
よ
っ
て
真
の
平
和
は

勝
ち
取
れ
な
い
」
と
い
う
話
を
聞

き
、
と
て
も
深
く
感
銘
し
、
こ
の

戦
争
犠
牲
者
追
悼
式
を
こ
れ
か
ら

も
大
事
に
し
て
い
き
た
い
と
強
く

思
い
ま
し
た
。

「
標
茶
町
戦
争
犠
牲
者

追
悼
式
」に
参
加
し
て

標
女
連
会
長
　
千　

葉　

博　

子

ゆとり生活

↓１１月号の完成原稿
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！ ！
！！！学校
の取組

虹別中学校

　

今
年
度
は
「
夢
や
希
望
に
向

か
っ
て
高
め
合
い
学
び
続
け
る
、

笑
顔
輝
く
学
校
の
創
造
」
を
、
目

指
し
、
12
人
の
職
員
で
、
19
人
の

生
徒
の
指
導
に
あ
た
っ
て
い
ま

す
。

■
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実

　

義
務
教
育
９
年
間
の
「
出
口
」

と
し
て
、
将
来
の
進
路
を
選
択
す

る
力
や
地
域
と

の
つ
な
が
り
を

持
つ
力
を
、
生

徒
が
身
に
つ
け

ら
れ
る
よ
う
に

指
導
し
て
い
ま

す
。

　

全
校
的
な
活

動
と
し
て
「
シ

マ
フ
ク
ロ
ウ
の

森
づ
く
り
百
年

事
業
植
樹
祭
」

に
12
年
、
続
け
て
参
加
し
、
全
国

か
ら
集
ま
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

協
力
し
て
苗
木
を
植
え
ま
し
た
。

　

生
徒
会
が
中
心
と
な
り
、
生
徒

と
教
師
が
一
体
と
な
っ
て
の
地
域

清
掃
「
ク
リ
ー
ン
作
戦
」
や
、
出

前
講
座
、
人
権
教
室
な
ど
の
経
験

豊
か
な
外
部
講
師
の
話
を
聞
く
学

習
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
１
・
２
年
生
は
町
内
の

郵
便
局
、レ
ス
ト
ラ
ン
や
パ
ン
屋
、

ス
ー
パ
ー
、
自
動
車
工
場
、
動
物

病
院
な
ど
で
「
職
場
体
験
」
を
し

て
い
ま
す
。
３
年
生
の
修
学
旅
行

で
は
、
滞
在
先
の
札
幌
市
で
「
専

修
学
校
訪
問
」
を
し
ま
し
た
。
整

体
や
観
光
接
客
、
医
薬
品
な
ど
、

各
自
が
興
味
の
あ
る
学
校
を
決

め
、
自
分
で
依
頼
し
、
バ
ス
や
電

車
を
使
っ
て
自
分
の
力
だ
け
で
学

校
訪
問
し
、
学
ぶ
体
験
を
し
て
き

ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
積
み
重
ね
を
通
し

て
、
生
徒
た
ち
は
働
く
こ
と
の
難

し
さ
や
充
実
感
を
感
じ
、
自
分
の

将
来
の
職
業
に
つ
い
て
現
実
味
を

も
っ
て
考
え
て
い
ま
す
。
地
域
の

力
を
お
借
り
し
な
が
ら
、
充
実
し

た
体
験
学
習
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

■�

「
わ
か
る
」
楽
し
さ
「
で
き
る
」

喜
び
を
感
じ
る
授
業
の
充
実

　

教
員
が
中
心
と
な
り
、
指
導
方

法
に
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の

考
え
方
を
取
り
入
れ
て
、
通
常
学

級
で
「
困
り
感
」
を
抱
え
た
生
徒

も
含
め
た
「
学
び
や
す
さ
」
を
年

間
の
研
究
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
上

げ
て
い
ま
す
。
全
職
員
で
お
互
い

に
授
業
観
察
し
合
い
、
教
科
に
よ

る
教
え
方
の
違
い
を
超
え
て
、
よ

り
分
か
り
や
す
い
指
導
方
法
は
何

か
を
探
り
つ
つ
、
教
員
個
々
の
指

導
力
に
磨
き
を
か
け
て
い
ま
す
。

■
「
命
を
守
る
」
体
験
の
充
実

　

本
校
は
昨
年
度
の
、
暴
風
雪
に

よ
る
臨
時
休
校
日
が
10
日
を
超

え
、
授
業
時
数
の
確
保
に
苦
労
し

ま
し
た
。
今
年
度
は
時
数
確
保
の

た
め
に
、
夏
休
み
を
短
縮
す
る
な

ど
の
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

町
教
育
委
員
会
や
近
隣
の
虹
別
小

学
校
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機
関

と
連
携
し
、
冬
場
、
生
徒
が
安
全

に
登
下
校
で
き
る
よ
う
対
応
し
て

い
ま
す
。

　

避
難
訓
練
で
は
、
積
極
的
に
体

験
的
な
活
動
を
組
み
込
む
よ
う
に

し
ま
し
た
。
今
年
度
は
標
茶
消
防

署
の
協
力
を
受
け
て
「
煙
で
前
が

見
え
な
い
中
で
の
避
難
」
を
体
験

し
ま
し
た
。

　

防
犯
教
室
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
合
同
で

開
催
し
、
弟
子
屈
警
察
署
の
協
力

で
、
実
技
を
交
え
て
不
審
者
に
応

対
す
る
と
き
の
ポ
イ
ン
ト
を
学
び

ま
し
た
。

　

以
上
の

３
つ
の
教

育
活
動
の

充
実
を
通

し
て
、「
笑

顔
輝
く
」

学
校
作
り

を
進
め
て

い
ま
す
。

　軍馬補充部
川上支部と標
茶空襲を中心
に、戦前・戦
中の標茶を紹
介しています。

※ 各会場とも初日は午後から、最終日は午前までの展
示となります。

◦11月９日㈪～13日㈮　茶安別農村環境改善センター
◦11月16日㈪～20日㈮　阿歴内公民館
◦11月24日㈫～12月１日㈫　塘路住民センター

展示日程
（見学無料）

平成27年度　歴史移動展

〜軍村標茶と軍馬補充部の光と闇〜

標茶と太平洋戦争 　秋のシラルトロ湖には、カムチャッカ半
島から数百羽のヒシクイの群れが渡ってき
ます。
　ヒシクイは大型のガンで、羽を広げた大
きさは160㎝にもなり、国の天然記念物に
も指定されています。湖に生える菱の実を
好むことから、ヒシクイという名がつきま
した。菱の実がたくさん実るシラルトロ湖
では11月中旬まで確認されます。湖周辺で
観察してみてはいかがでしょうか？

ヒシクイ秋の使者

ヒシクイの群れ

ゆとり生活
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　北海道立図書館には100万冊を超える図書があります。インター
ネットで利用者登録をすると、貸し出しを受けることができます。
①�道立図書館ホームページ（http://www.library.pref.hokkaido.jp/）
の「蔵書検索」で本の所蔵を調べることができます。
②�読みたい本が見つかった場合は、ネット上で貸し出し申し込みを
するか、町図書館でお申し込みください。
③�町図書館または自宅で本を受け取ることができます。（自宅受け
取りの場合は、送料が自己負担となります）
※詳しくは町図書館までお尋ねください。

■日程／11月13日㈮～26日㈭
　釧路市在住の上ヶ島さんの作品展です。卓越した質感と深みのあ
る個性的な作品の数々をご観賞ください。

インターネットで道立図書館の本を借りられます

上ヶ島和子油彩展

文芸作品

絵手紙の会

藤嶋久美子さん（茶安別）の作品

佐々木久子さん（磯分内）の作品

みんなの 

作品展

掲載希望の方は、イラスト・ 詩・
絵画・写真ほか何でも結構ですの
で、作品に住所・氏名を記入の上、
次のところまでお寄せください。
〒088-2312　川上４丁目２番地

役場企画財政課地域振興係
「みんなの作品展コーナー」

投稿お待ち　
　しています

ゆとり生活

■開館時間■
火～木曜日：午前10時～午後６時
金　曜　日：午前10時～午後９時
土・日曜日：午前10時～午後４時
休　館　日：月曜日・祝日

図書館だより
☎485-2300

川
　
柳
（
標
茶
川
柳
の
会
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◦
九こ

こ
の
そ
じ

十
路
山
菜
採
り
が
明
日
を
よ
ぶ　
　
　
　
　

佐
藤
美
代
子

◦
太
陽
は
全
能
の
神
雨
よ
止や

め　
　
　
　
　
　
　

高
野
千
鶴
子

俳
　
句
（
標
茶
菱
の
実
吟
社
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◦
大
自
然
一
際き
わ

映
え
る
紅
葉
群　
　
　
　
　
　
　

加
藤　

敬
男

◦
コ
ス
モ
ス
の
揺
れ
て
隣
と
立
ち
話　
　
　
　
　

渡
辺　

文
子

短
　
歌
（
自
生
林
短
歌
会
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◦
顧
み
ぬ
九
十
二
年
の
人
生
か

　

汗
し
越
え
来
し
山
あ
り
谷
を　
　
　
　
　
　
　

安
藤　

正
男

◦
消
費
者
の
リ
ー
ダ
ー
研
は
吾
が
光

　

記
載
洩
ら
さ
ぬ
文
字
が
輝
く　
　
　
　
　
　
　

門
屋　

和
子

◦
異
常
気
象
◦
異
常
政
権
続
き
ゐ
て　

　

二
〇
一
五
年
も
秋
を
迎
へ
る　
　
　
　
　
　
　

髙
取　
　

剛


